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オリンピアード給食の提供や「学
校給食残

ざん さ
渣」の削減などを行い、

食育の推進に一層努めます。また、
学校運営協議会制度をすべての学
校で実施します。さらに、「元気
みよしっこ宣言」を行い、命の大
切さを学ぶ講演会を開催します。

子どもの元気のために
心と体をサポート

貧困の連鎖がないよう子どもの貧
困対策を行うことは重要です。今
年度は、こども食堂の新規立ち上
げへの補助金を継続するととも
に、こども食堂のネットワーク形
成や企業などとのマッチングなど
の支援を行います。

子どもの貧困対策
子どもの生活を守る

昨年度で小学校のトイレの洋式化
などの改修は終了しました。今年
度から中学校のトイレ改修工事に
着手します。まずは三芳東中学校
の設計を行い、順次改修工事を実
施することで子どもたちの生活環
境の改善を図ります。

中学校トイレ洋式化
より快適な学校へ

同性同士のカップルが宣誓するこ
とで、パートナーであると町が対
外的に証明する「三芳町版パート
ナーシップ宣誓制度」がスタート
します。また、庁舎内のバリアフ
リートイレを、誰でも利用できる
ような案内表示に変更しました。

LGBTQへの配慮
誰もが暮らしやすく

住民の皆さまの芸術文化活動を支
援する「芸術文化推進基本計画」を
策定します。「ストリートピアノ」は、
藤久保公民館、総合体育館に設置
するほか、児童館や学校で再活用し
ます。また、「芸術文化ポータルサ
イト」での情報発信を充実します。

芸術文化活動支援
芸術文化の風薫るまち

みよし大崎ジュニアハンドボール
チームの運営支援などを継続して
実施します。総合体育館について
は、感染症対策を徹底するととも
に、コロナ禍におけるトレーニング、
ストレッチ教室等健康増進事業を
行い、利用者の拡大を図ります。

スポーツの推進
スポーツに親しむ

作家 角野栄子さんの講演会や「オ
ランダの絵本と音楽のひととき」
と題した読書イベントを実施しま
す。「第 3次三芳町子ども読書活
動推進計画」を策定し、生涯にわ
たり読書の喜びを共有できるまち
づくりに一層努めます。

活発な読書活動
読書の喜びを共有

「Health For All in みよし」を継
続して実施。健康マイレージ事業
では、参加者からの医療データな
どを活用して健康増進を図りま
す。また、新たに 46 歳と 56 歳
を対象とした緑内障検診を実施
し、健康の維持を図ります。

健康増進
健康を維持するために

敬老会は、地域毎に「地域敬老支
援事業」として実施します。また、
第 8期介護保険事業計画がスター
トし、支えあいの地域づくりを推
進します。認知症施策では「チー
ムオレンジ」を立ち上げ、当事者・
介護者支援を推進します。

高齢者福祉
お年寄りにやさしいまち

オランダおよびマレーシアの大使
館にご協力いただき、英語で両国
の芸術や歴史などを経験できる授
業を全小中学校で開催します。ま
た、新型コロナウイルス感染症が
収束した後、オランダへの親子海
外派遣などを実施します。

国際交流
海外の文化に触れる

まちづくりの分野では、シニア世代
の活躍が期待されています。地域
で必要とする人材とシニアの方々
が出会う場を設けるなど「いきいき・
はつらつシニア活躍応援」事業を実
施し、豊かな知識や経験を生かして
地域で活躍できるよう支援します。

シニア活躍
知識や経験を生かす

タブレット端末を活用して誰一人
取り残すことなく、学びの保障を
行うことで学習効果を高めます。
知性や感性を豊かに育む「みらい
のぞみ学校創造支援事業」を一層
推進し、町独自の特長を生かした
学校づくりに努めます。

GIGAスクール構想
学びの保障

町の未来への指針。主要事業紹介
令和 3 年度の主な事業を紹介します。

安心して子育てができる町
妊娠前から子育て期までサポート

新型コロナウイルス対策
健康で安心して暮らせるまちづくり

新型コロナウイルス感染症は、世界的感染拡大と
いう未曽有のパンデミックの真っただ中にあ

ります。三芳町においても 2度の緊急事態宣言の対
象地域となり、感染拡大は収束の兆しが見えません。
このような状況を改善するため、16 歳以上の住民の
皆さまを対象にワクチン接種を行います。今年の 1月
から、ワクチン対策グループにおいて、医療機関や
接種会場、コールセンターや通知の準備などを進め
てきました。65 歳以上の高齢者から優先接種となり
ますので、誰一人取り残すことなくスムーズに接種
ができるよう役場全職員一丸となって取り組みます。
また、昨年 10 月 1 日から行っている町独自の PCR
検査事業を継続し、感染拡大の防止に努めます。

子どもは将来を担う町の宝、日本の宝です。今年
度から電子母子手帳「プレッツみよし（※）」を

活用し、妊娠中から出産、子育てまで、切れ目のない
サポートを行います。妊婦については、妊娠期の各種
検査に加え、歯周疾患予防検診を、新生児については、
新生児聴覚検査に対する助成を継続していきます。産
後ケア事業については、従来の宿泊型、アウトリーチ
型に加え、新たに日帰りのデイサービス型の支援を実
施します。また、みどり学園については今年度から
保育所等訪問支援や障がい児の相談支援を行う「児童
発達支援センター」の機能を持つ施設とします。ま
た、町立第三保育所とみどり学園の保護者を対象に、
お知らせをメールで配信するサービスを開始します。
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※ 「プレッツ」はオランダ語で「楽しみ」という意味。




